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大会総括

2017年オリエンテーリング世界選手権大会（2017年6月30日～7月6日，エストニア・タルトゥ市）が

終了しました。日本代表チームの成績は，本報告書にまとめた通りです。2016年世界選手権大会

（スウェーデン・ストロームスタット市）後に強化委員会で議論して設定した「2017年の目標」と比べる

と，順位や予選通過等の目標を達成できず，強化活動の充実とともに，強化体制の再構築や代表

選手選考方針の見直しも必要であると考えています。

一方で，今回の世界選手権大会には3名の選手が初出場を果たし，そのうち2名が大学学部生，1

名が大学院生という若手選手でした。若手選手にとっては世界選手権大会で世界の一流選手の走

りを目の当たりにすることによって，自らの課題を認識し，来年の世界選手権大会に向けて練習・ト

レーニングに励んでくれると期待しています。また，今回が12回目の出場となる経験豊富な選手も

日本代表チームに選出され，これまでの経験を若手選手に伝えて共有するという意味でも，貴重な

遠征になったと考えています。

今回の世界選手権大会には，2016年8月台湾で開催されたアジア選手権大会ミドルディスタンス

競技の優勝により男子選手が個人枠の出場権を得ることができ，国別枠の出場権とあわせて男子

は2名の出場を果たすことができました（女子は国別枠1名）。出場枠が増えることは，世界を目指す

選手にとって日本代表選手に選ばれる可能性が増えるとともに，選手間の競争意識が高まり，競技

力の向上に繋がります。しかし，次回のアジア選手権大会は2018年12月の開催予定であり，2018

年世界選手権大会（ラトビア）の出場枠は国別枠だけに戻ってしまいます。少ない出場枠の中で日

本としての結果を残すために，はじめに述べたように強化活動の充実が急務となっています。

最後になりましたが，エストニアへの遠征は，スポーツ振興基金助成事業として行われたものであ

り，ここに記して感謝の意を表します。また日本代表チームの活動に協力していただいた多くのス

タッフ，選手強化活動に寄附をしていただいた皆様，その他我々の活動に協力いただいた多くの皆

様に感謝いたします。今後の日本代表チームの選手強化活動についても，どうぞご指導，ご協力を

よろしくお願いします。

強化委員会 藤井範久

【参考】2017年世界選手権大会における日本チームの目標

■スプリント種目 ：男女あわせて決勝進出1名，予選20位以内2名。

混合リレー（スプリントリレー）で22位

■フォレスト種目 ：男女あわせて50位以内2名。

■リレー種目 男子：アジア，北米地区の中で最上位。

女子：アジア地区の中で最上位，かつ他地域の2カ国より上位。



１. 大会概要

 大会名：World Orienteering Cｈampionships 2017

 主催：国際オリエンテーリング連盟

 主管者：エストニアオリエンテーリング連盟

 開催地：Tartu，Estonia（タルトゥ，エストニア）

 大会日程：2017年6月30日〜7月7日

 大会公式WEBサイト：http://woc2017.ee

 大会公式マーク：右図参照

 参加国数：50カ国（表1参照）
参加者：競技者366名，チーム役員82名，総計448名

表1 参加国一覧

Federation Men Women
Team

Official
Total

Australia 5 4 2 11

Austria 5 4 3 12

Azerbaijan 1 1

Belarus 5 4 9

Belgium 6 2 8

Brazil 3 3 1 7

Bulgaria 3 4 1 8

Canada 3 2 2 7

Chile 1 1

China 8 7 4 19

Chinese Taipei 2 2 2 6

Croatia 1 1 2

Cyprus 1 1

Czech Republic 5 5 4 14

Denmark 7 5 5 17

Egypt 1 1

Estonia 6 6 2 14

Finland 9 6 8 23

France 6 4 4 14

Germany 4 4 2 10



Federation Men Women
Team
Official

Total

Great Britain 9 9 1 19

Hong Kong 4 4 3 11

Hungary 4 5 9

Ireland 6 1 1 8

Israel 3 3

Italy 4 4 1 9

Japan 5 5 2 12

Kazakhstan 6 6 2 14

Korea, Democratic People's Republic of 1 1

Korea, Republic of 3 3 6

Latvia 7 5 2 14

Lithuania 5 5 1 11

Moldova, Republic of 1 1 2

Netherlands 1 1

New Zealand 5 3 1 9

Norway 7 7 5 19

Poland 5 4 2 11

Portugal 4 3 7

Romania 2 1 3

Russian Federation 6 5 2 13

Serbia 1 1

Slovakia 3 2 5

Slovenia 1 1

South Africa 1 1

Spain 4 4 3 11

Sweden 8 7 4 19

Switzerland 5 6 6 17

Turkey 3 3 1 7

Ukraine 5 4 9

United States 4 5 1 10

Totals 204 162 82 448



２. 大会日程

月日 主な活動，参加レース

6月26日（月） スプリントトレーニング（Põlva linn，Ülejõe）

6月 27日（火） スプリントトレーニング（Otepää）

6月 28日（水） スプリントトレーニング（Võru linn，Rõuge）

6月29日（木）
スプリントモデルイベント（Tartu）
ミドルディスタンストレーニング（Kirikukula）

6月30日（金）
スプリント予選，開会式
ミドルディスタンストレーニング（Paidlapalu）

7月 1日（土）
スプリント決勝
ミドルディスタンストレーニング（Kirikukula）

7月 2日（日）
スプリントリレー
ロングディスタンスモデルイベント（Rouge）

7月 3日（月） ロングディスタンスモデルイベント（Rouge）

7月 4日（火）
ロングディスタンス決勝
ミドルディスタンスモデルイベント（Kirikukula）

7月 5日（水） ミドルディスタンスモデルイベント（Kirikukula）

7月 6日（木）
ミドルディスタンス決勝
リレーモデルイベント（Kirikukula）

7月 7日（金） リレー競技，閉会式

３. 日本代表チーム

氏名 所属 代表選考種別

男子選手

尾崎 弘和 トータス スプリント，フォレスト

上島 浩平 KOLC スプリント

谷川 友太 OLCルーパー フォレスト

松澤 俊行 静岡県オリエンテーリング協会 スプリント

松下 睦生 京都OLC スプリント，フォレスト

女子選手

稲毛 日菜子 杏友会 フォレスト

小野澤 清楓 群馬大学 スプリント

勝山 佳恵 茨城大学 スプリント

宮川 早穂 トータス フォレスト

柳川 梓 京葉OLクラブ スプリント，フォレスト

スタッフ
藤井 範久 日本オリエンテーリング協会強化委員会

村越 久子 静岡県オリエンテーリング協会

サポート
スタッフ

山田 高志 トータス

選手10名（男子5名，女子5名），スタッフ3名

※現地での最終トレーニング含む



４. 大会結果，地図

スプリント予選（6月30日）

Tartu／コース距離（登距離）：3.2km（50m）／参加者数：38名

順位 氏名 国名 時間

1 Yannick Michiels Belgium（BEL） 11:01

2 Jonas Leandersson Sweden（SWE） 11:03

3 Jerker Lysell Sweden（SWE） 11:05

15 Nicolas Simonin Ireland（IRL） 11:45

31 Mutsuki Matsushita Japan（JPN） 13:51

男子Ａ

Tartu／コース距離（登距離）：3.1km（55m）／参加者数：38名

順位 氏名 国名 時間
1 Daniel Hubmann Switzerland（SUI） 10:33

2 Aleksi Niemi Finland（FIN） 10:42

3 Tue Lassen Denmark（DEN） 10:43

15 Michael Crone South Africa（RSA） 11:11

失格 Kohei Kamijima Japan（JPN） -

男子Ｂ

Tartu／コース距離（登距離）：3.2km（55m）／参加者数：37名男子Ｃ

順位 氏名 国名 時間

1 Matthias Kyburz Switzerland（SUI） 11:08

2 Kristian Jones Great Britain（GBR） 11:15

3 Jan Petrzela Czech Republic（CZE） 11:18

15 Otto Simosas Finland（FIN） 11:58

27 Hirokazu Osaki Japan（JPN） 12:44

Tartu／コース距離（登距離）：2.7km（35m）／参加者数：34名

順位 氏名 国名 時間

1 Maja Alm Denmark（DEN） 11:07

2 Lina Strand Sweden（SWE） 11:38

3 Anastasia Rudnaya Russia（RUS） 11:39

15 Sandra Grosberga Latvia（LAT） 13:04

15 Natasha Key Australia（AUS） 13:04

失格 Sayaka Onozawa Japan（JPN） -

女子Ａ



Tartu／コース距離（登距離）：2.8km（40m）／参加者数：33名

順位 氏名 国名 時間
1 Galina Vinogradova Russia（RUS） 11:23

2 Tove Alexandersson Sweden（SWE） 11:27

3 Ursula Kadan Austria（AUT） 11:48

15 Kristina Yakubkina Belarus（BLR） 12:51

28 Yoshie Katsuyama Japan（JPN） 15:24

女子Ｂ

Tartu／コース距離（登距離）：2.8km（40m）／参加者数：33名女子Ｃ

順位 氏名 国名 時間

1 Cecilie Friberg Klysner Denmark（DEN） 10:33

2 Elena Roos Switzerland（SUI） 10:47

3 Karolin Ohlsson Sweden（SWE） 10:56

15 Antoaneta Dyaksova BULGARIA（BUL） 12:11

15 Kerstin Uiboupin Estonia（EST） 12:11

28 Azusa Yanagawa Japan（JPN） 15:05

スプリント予選＜男子Ａ＞



スプリント予選＜男子Ｂ＞

スプリント予選＜男子Ｃ＞



スプリント予選＜女子Ａ＞

スプリント予選＜女子Ｂ＞



スプリント予選＜女子Ｃ＞

スプリント決勝（7月1日）

順位 氏名 国名 時間

1 Daniel Hubmann Switzerland（SUI） 14:30.6

2 Frederic Tranchand France（FRA） 14:33.5
3 Jerker Lysell Sweden（SWE） 14:35.8

Tartu／コース距離（登距離）：4km（85m）／参加者数：46名男子

順位 氏名 国名 時間

1 Maja Alm Denmark（DEN） 13:55.5

2 Natalia Gemperle Russia（RUS） 14:32.5
3 Galina Vinogradova Russia（RUS） 14:34.2

Tartu／コース距離（登距離）：3.4km（65m）／参加者数：47名女子



スプリント決勝＜男子＞

スプリント決勝＜女子＞



スプリントリレー（7月2日）

順位 国名 時間（区間順位）

1 Sweden 1:03:35
1. Lina Strand
2. Jerker Lysell
3. Jonas Leandersson
4. Helena Jansson

15:53
16:26
15:32
15:44

（4位）
（4位）
（1位）
（3位）

2 Denmark 1:04:05
1. Cecilie Friberg Klysner
2. Andreas Hougaard Boesen
3. Tue Lassen
4. Maja Alm

15:49
18:01
15:47
14:28

（2位）
（18位）
（2位）
（1位）

3 Switzerland 1:04:29

1. Elena Roos
2. Florian Howald
3. Martin Hubmann
4. Sabine Hauswirth

15:46
16:24
17:33
14:46

（1位）
（3位）
（10位）
（2位）

29 Japan 1:28:11
1. Sayaka Onozawa
2. Kohei Kamijima
3. Toshiyuki Matsuzawa
4. Yoshie Katsuyama

25:35
22:48
22:00
17:48

（31位）
（27位）
（29位）
（29位）

Viljandi／参加国数：33カ国



ロングディスタンス決勝（7月4日）

順位 氏名 国名 時間
1 Olav Lundanes Norway（NOR） 1:45:25
2 Leonid Novikov Russia（RUS） 1:47:15
3 William Lind Sweden（SWE） 1:47:38

62 Hirokazu Osaki Japan（JPN） 3:01:03

Rõuge／コース距離（登距離）：17km（345m）／参加者数：74名男子

順位 氏名 国名 時間
1 Tove Alexandersson Sweden（SWE） 1:19:10
2 Maja Alm Denmark（DEN） 1:20:42
3 Natalia Gemperle Russia（RUS） 1:24:46

48 Hinako Inage Japan（JPN） 2:03:50

Rõuge／コース距離（登距離）：11.4km（255m）／参加者数：63名女子

ロングディスタンス決勝＜男子＞



ロングディスタンス決勝＜女子＞

ミドルディスタンス決勝（7月6日）

順位 氏名 国名 時間
1 Thierry Gueorgiou Frane（FRA） 33:12
2 Fabian Hertner Switzerland（SUI） 33:37
3 Oleksandr Kratov Ukraine（UKR） 33:42

64
70

Yuta Tanikawa
Mutsuki Matsushita

Japan（JPN）
Japan（JPN）

55:12
1:03:00

Vitipalu／コース距離（登距離）：6.0km（226m）／参加者数：82名男子

順位 氏名 国名 時間
1 Tove Alexandersson Sweden（SWE） 32:34
2 Marianne Andersen Norway（NOR） 34:44
3 Venla Harju Finland（FIN） 36:44

60 Saho Miyakawa Japan（JPN） 1:08:38

Vitipalu／コース距離（登距離）：5.1km（185m）／参加者数：69名女子



ミドルディスタンス決勝＜男子＞

ミドルディスタンス決勝＜女子＞



リレー競技（7月7日）

順位 国名 時間（区間順位）

1 Norway 1:34:50
1. Eskil Kinneberg
2. Olav Lundanes
3. Magne Daehli

32:06
31:08
31:36

（2位）
（1位）
（3位）

2 France 1:36:06
1. Frederic Tranchand
2. Lucas Basset
3. Thierry Gueorgiou

32:02
32:33
31:31

（1位）
（4位）
（2位）

3 Sweden 1:36:53
1. Johan Runesson
2. William Lind
3. Gustav Bergman

32:12
33:16
31:25

（7位）
（9位）
（1位）

28 Japan 2:31:03
1. Hirokazu Osaki
2. Mutsuki Matsushita
3. Yuta Tanikawa

55:16
51:38
44:09

（30位）
（28位）
（31位）

Viljandi／参加国数：35カ国男子

順位 国名 時間（区間順位）

1 Sweden 1:41:12
1.Emma Johansson
2.Helena Jansson
3.Tove Alexandersson

33:25
33:46
34:01

（1位）
（1位）
（3位）

2 Russian Federation 1:43:53
1.Anastasia Rudnaya
2.Svetlana Mironova
3.Natalia Gemperle

35:32
35:30
32:51

（4位）
（4位）
（1位）

3 Finland 1:45:35
1.Venla Harju
2.Marika Teini
3.Merja Rantanen

34:10
34:45
36:40

（2位）
（2位）
（6位）

26 Japan 3:06:51
1.Hinako Inage
2.Saho Miyakawa
3.Azusa Yanagawa

1:17:53
56:36
52:22

（29位）
（22位）
（26位）

Viljandi／参加国数：30カ国女子



リレー競技＜男子＞

リレー競技＜女子＞



5. 選手のコメント

■尾崎弘和（トータス）
今年の世界選手権は，スプリント予選通過，ロング40位以内，リレー完走を目標としていました。それぞれについ

て振り返ります。
スプリント当日は大雨でした。調子は良かったですが，テレインは公園で，すごく滑りました。結果は予選通過まで

46秒でした。ただ，成績はつけることができ，かつ今ある実力を概ね出すことができたのは評価できます。ロングは，
17キロを超えるタフなものでした。今年の冬は，自分の最高スピードを上げるためのトレーニングにフォーカスして
いたため，準備は十分とは言えず，不安は残っていました。結果は，3時間を超えるレースとなってしまいました。補
給食を持って行ったにもかかわらず，途中でエネルギーを切らしてしまい，完走するのがやっとという状況でした。リ
レーは，3年ぶりに１走を走りました。結果は，トップと25分弱の差がつきました。原因は，1番で10分以上のミスをし
てしまい，その後完全に一人旅になってしまったことだと思います。
来年の世界選手権は，ラトビアで開催されます。ラトビアは，今年に比べてより対応がしやすい印象です。来年以

降もトレーニングを続けていき，今年達成できなかった目標を一つでも多く達成できるよう，取り組んでいきたいと思
います。

■上島浩平（KOLC）
このたび世界選手権に出場するに際し，合宿や練習会，事務的手続きにおいてサポートして下さった方々，現地

スタッフとして帯同してくださった方々，そして応援・協力・援助してくださった方々，本当にありがとうございました。
今回のWOCは私にとって初めての海外遠征であり不安も多くありましたが，皆様に支えられ，自分なりに精一杯努
力し望むことができました。しかしながら世界とのレベルの違いを見せつけられ，自分のオリエンテーリングの技術
がいかに未熟であったかを痛感させられる結果となりました。日本代表としての役割を果たせたかというと，決して
そうとは言い切れない内容であり，申し訳ない気持ちで一杯です。ですが，この遠征を通じて今まで考えもしなかっ
た新たな見地が得られ，改めてオリエンテーリングに対して真摯に取り組む気持ちを抱きました。かならずやこの経
験を次に繋げます。今後も皆様のご支援を頂ければ幸いです。

■谷川友太（OLCルーパー）
今回はアジア選手権で出場権を得ての出場でしたが，十分にトレーニングできないままの出場となってしまい，結

果もその通りでした。良い結果を出すにはやはり速いことが肝要だとまた感じました。今回も多くの方から多大なご
支援，ご声援いただきありがとうございました。速くなるのは見えていませんが，もう少しは速くなる予定です。

■松下睦生（京都OLC）
世界選手権は昨年に引く続き2度目の出場で，スプリント予選，ミドル，リレーの3種目に出場しました。昨年以上

を目標としていましたが非常に厳しい結果となりました。しかしながら，ミスこそ多かったものの昨年とは異なり部分
的に自分が目標としているスピードでのナビゲーションができたのは一つの収穫でした。さらに，リレーでは上位国
の選手の走りを見ることができ今後の課題が明確になりました。今後もこの経験を活かして上位を目指せるようト
レーニングに励みたいと思います。最後になりますが寄付・援助をくださった方々，応援をしてくださった方々に深く
感謝申し上げます。

■松澤俊行（静岡県オリエンテーリング協会）
6月30日（金）から7月7日（土）にTartu（タルトゥ）を中心とするエストニア南部地域で開催された世界オリエンテー

リング選手権大会（WOC）。世界選手権日本代表入りは今年のチーム内最多の12回目とはいえ，前回の出場は
2012年でしたから，「気分は新人」でした。若くても近年出場している選手の方が最先端の世界オリエンテーリング
事情を皮膚感覚で知っていますし，そんな選手たちの言動からは大いに刺激が得られました。そんな自分が出場し
たのは，2014年から始まった新時代を象徴する種目・スプリントリレーでした。他の日本チームのメンバーも，小野
澤清楓選手，上島浩平選手，勝山佳恵選手と，



フレッシュな顔ぶれが揃いました。小野澤選手以外はＷＯＣスプリントリレー初出場です。メンバーたちは，午後5時
のスタートというスケジュールを利して午前中に入念な対策ミーティングを行い，昼食も宿舎で取ってから車で60分
の競技会場へ向かいました。スプリントリレーでは走順ごとに隔離が行われます。スタート時刻以降は，更衣所や
ウォーミングアップエリアが設けられたいわゆる「待機所」に3走と4走が一緒にいられる時間が僅かにある程度で，
チームメイトとも接触を持てません。お互いの好走を信じながら，自分の出番を待つことになります。コースは，城址
とその周辺のオープンと森林，そして住宅地を組み合わせ，多様な課題を問う設定でした。圧倒的な体力と頻繁な
高速集団走の経験なしに上位中位グループに付き切ることはなかなか難しく，試合展開は時間を追うごとに苦しい
ものとなっていきました。目標としていた「日本チーム過去最高位更新（24位以上獲得）」は遠のいていくように感じ
られました。しかし，どの選手も「目標通りいかないこともある」と想定した上で競技しています。落ち込むことも，諦
めることもなくその時尽くせる全力を尽くし続けました。それでも，4走が繰り上げスタート，29位（繰り上げスタートに
掛かっていないチームには合計タイムで上回っていても負け）という結果はやはり「残念」という他ありません。メン
バーそれぞれが悔しい思いを抱えながら，帰路へ就きました。4選手とも後半のフォレスト3種目への出場可能性は
ほとんどありませんでした（出場予定選手の故障などに備える必要はありましたが）。そのため，この日以降の数日
間は，併設大会への出場やモデルテレインでの練習を共にすることが多くなりました。その数日間，現地の良好な
環境下の練習で得た経験と，与え合った刺激は，4選手のパフォーマンスをより高いレベルへと引き上げるはずで
す。今回応えられなかった期待には，今後少しずつ応えていくことになると思います。
最後になりましたが，応援してくださった皆様に深く感謝し，厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

■稲毛日菜子（杏友会）
3年振りの世界選手権出場でした。私はロングディスタンス競技とフォレストリレー競技に出走しました。準備期間

が短い中で臨んだ今大会でしたが，ロングについては現状の実力を出せたと感じています。しかし各国の選手と勝
負ができるレベルには遠く，技術不足と同時にフィジカル面での弱さを痛感しました。これらの世界の舞台で感じた
力不足を伸びしろと捉え，今後のトレーニングに活かしていきたいと思います。この場を借りて，ナショナルチーム
の活動や今大会出場にご協力，ご支援，ご声援くださった 多くの方々に心より感謝申し上げます。来年も世界の舞
台で一つでも上野順位を目指し，日本のオリエンテーリング活性化に貢献できるよう，精進してまいります。

■小野澤清楓（群馬大学）
昨年に引き続き，日本代表としてWOCに出場させて頂きました。スプリント個人とスプリントリレーの2種目に参加

しました。本番に向け，昨年の反省を活かしながらトレーニングに取り組んできました。しかしスプリントでは，残念
ながらミスパンチのため失格となってしまいました。スプリントリレーでは，前半は集団で走っていたものの，後半は
集団についてゆくことが難しかったです。この２つのレースを経験し，改めてレースの厳しさと欧州勢の強さを実感し
ました。競技者としても，人間としても成長できた海外遠征だったように感じます。最後になりますが，世界大会に向
けてたくさんのご支援，本当にありがとうございました。

■勝山佳恵（茨城大学）
2017年度世界オリエンテーリング選手権大会のスプリント予選，スプリントリレーに出場しました。初めての世界

選手権は，その他今まで出場した大会とは雰囲気が異なり，とても身が引き締まりました。結果ですが，世界の壁
はとても高く，出場したスプリントは予選敗退となりました。スプリント予選は，タイム15.24，トップ比135％でした。ス
プリントリレーは，４走を任せて頂き，一斉スタートとなりましたがベストを尽くしました。今回のWOC出場が決まって
から，過去のWOCの地図を読んだり，読図走をしたり，瞬間的に速いスピードを出すトレーニングをしたり，スプリン
トに特化した練習をしてきました。本番はあまり緊張せず，自分の力を出し切れたと感じています。これからも常に
高い目標を持ち，努力してきたいと思います。



■宮川早穂（トータス）

■柳川梓（京葉OLクラブ）
はじめに，世界選手権大会への参加にあたり，多大なる支援を頂いた日本オリエンテーリング協会の皆様，ス

ポーツ振興基金の皆様，京葉オリエンテーリングクラブの皆様，また繁忙期にも関わらず寛大なご配慮を頂戴した
上司はじめとする職場の皆様に深く感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
今回，日本代表となるのは2014年の大学世界選手権大会，2016年のアジア選手権大会に続き3回目。世界選手

権大会は初出場であり，世界のレベルを肌で感じることが出来た貴重な経験となりました。特に北欧諸国を中心と
する代表選手の高い技術力と身体能力を目の当たりにし，私自身の課題について今一度整理することが出来まし
た。ただ，スプリントでは予選通過，リレーでは順位を一つでもあげるという個人目標については，何れも達成する
ことが出来ず，不甲斐ない結果となってしまいました。今回の大会で感じた世界との差を少しでも埋めていけるよう，
更なる技術向上に努めて参ります。今後ともご支援の程宜しくお願い申し上げます。
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